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Ｈ29．12

小豆島・土庄町への
　　　　 移住定住の取り組み

　
近
年
、
都
会
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
検
討

す
る
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。「
都
会
を
離
れ

て
暮
ら
し
た
い
」「
人
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
な
が
ら
生
活
し
た
い
」「
島
に
帰
っ
て
活

躍
し
た
い
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
も
っ

て
移
住
す
る
人
た
ち
。

　
今
回
、
こ
れ
か
ら
島
暮
ら
し
の
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
移
住
者
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
や
移
住
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

物件情報の提供･空き家の有効活用に
土庄町の空き家バンクへの登録物件募集中！！

①町役場企画課に連絡
　制度についてご説明しますので、まずは気軽にご相談ください。
②物件の現地確認
　町役場職員と物件確認を行います。
③物件の登録および情報の提供
　登録可能物件は物件登録申込を行っていただき、町のホームページ
や窓口で物件情報を提供します。
④物件見学・契約
　移住希望者から物件見学の希望があった場合、町が物件立会人と日
程を調整して物件見学を行います。なお、町ではあっせんや交渉、契
約は行っていません。契約時は宅建業者への仲介をおすすめします。

空き家バンクへの登録・契約の流れ

　
平
成
28
年
度
に
お
け
る
町
の
移
住
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
数

や
転
入
届
出
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
集

計
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
移
住
相
談
件
数
　
　
3
5
4
件

②
移
住
件
数
・
人
数
　
8
3
組
・
1
1
3
名

　【
Ｕ
タ
ー
ン
含
む
　
1
4
4
組
・
2
0
0
名
】

　
移
住
相
談
に
つ
い
て
は
、「
住
ま
い
」や「
移

住
施
策
」
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、Ｕ
タ
ー

ン
を
含
め
た
移
住
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

＊
町
へ
の
移
住
状
況

　
移
住
を
考
え
る
う
え
で
、
特
に

必
要
と
な
る
の
は
住
ま
い
の
情
報

で
す
。
町
で
は
、
空
き
家
を
貸
し

た
い
方
、
売
り
た
い
方
に
空
き
家

物
件
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
移

住
希
望
者
に
物
件
情
報
を
提
供
す

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
物
件

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
移
住
希
望
者
に
は
詳
し
い
物

件
情
報
の
提
供
や
見
学
日
程
を
物

件
立
会
人
（
所
有
者
ま
た
は
代
理

人
）
と
調
整
す
る
な
ど
、
町
が
所

有
者
と
移
住
者
の
橋
渡
し
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

て
賃
貸
・
売
買
契
約
を
締
結
し
、

町
内
業
者
が
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
対
し
て
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
最
大

1
0
0
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
町
内
で
「
も
う
使
う
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
」、「
管
理
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
た
」
な
ど
の
物
件

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
空
き
家
の
有

効
活
用
と

し
て
、
ぜ

ひ
空
き
家

バ
ン
ク
へ

の
登
録
を

ご
検
討
く

だ
さ
い
。

＊
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
物
件
を
取
得
ま

た
は
賃
借
し
た
移
住
者
（
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
に
町
民
と
な
っ
た
方
）
を
対
象
に
、

ひ
と
り
５
万
円
、
世
帯
あ
た
り
上
限
20
万
円

の
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
の
申
請
や
制
度
の
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
町
役
場
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
移
住
促
進
事
業
交
付
金

　町
役
場
企
画
課

　☎
6
2-

7
0
1
4

○
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
域
で
は
、
島
へ
の
移
住
促
進
を
図

る
た
め
、
平
成
19
年
に
両
町
の
自
治
会
代
表

者
、
宅
地
・
建
物
有
識
者
、
関
係
行
政
機
関

な
ど
で
構
成
す
る
「
小
豆
島
移
住
・
交
流
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
移
住
・
交
流
関
連

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
や
移
住
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
官
民
が
協
力
し
て
移
住

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
町
に
お
い

て
も
各
施
策
の
充
実
や
島
内
関
係
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
移
住
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

＊
小
豆
島
移
住
・
交
流
推
進
協
議
会

空き家改装費の一部を補助
土庄町空き家リフォーム支援事業

移住に必要な家・暮らし・仕事の情報収集に
小豆島移住ガイドセミナー

　
小
豆
島
移
住
・
交
流
推
進
協
議
会
は
、

N
P
O
法
人
T
o
t
i
e
と
連
携
・
協

力
し
、
島
へ
の
移
住
の
足
が
か
り
と
し

て
、「
小
豆
島
移
住
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
同
セ
ミ
ナ
ー
を
計
４

回
開
催
し
、
11
月
11
日
と
12
日
に
今
年

度
最
後
の
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
８
組
13
名
が
参
加
し
、
島
内

の
空
き
家
物
件
の
見
学
や
先
輩
移
住
者

と
の
交
流
会
、
職
場
見
学
・
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
穏
や
か

な
気
候
や
人
柄
が
印
象
的
で
、
島
に
移

住
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」、

「
移
住
を
検
討
し
て
い
る
仲
間
が
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

住宅家賃の一部を補助
土庄町移住定住促進賃貸宅家賃等補助金

▼オリーブの収穫体験

▲先輩移住者との交流会

　
今
後
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な

ど
の
開
催
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
島
へ
の
移
住
者
募
集
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
28
年
３
月
１
日
以
降

に
、
定
住
の
意
志
を
持
っ
て
転
入
し
た

若
年
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
代
の
民
間

賃
貸
住
宅
の
家
賃
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
転
入
者
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

・
住
民
登
録
を
し
た
時
点
の
年
齢
が
40

歳
未
満
、
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
た

年
度
末
時
点
で
18
歳
以
下
の
方
を
扶

養
し
同
居
し
て
い
る

・
補
助
対
象
者
が
転
入
前
３
年
以
上
小

豆
郡
外
に
居
住
し
て
い
る

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
適
用
ま

た
は
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
を

受
け
て
い
な
い

・
世
帯
全
員
が
県
税
、
町
税
お
よ
び
そ

の
他
町
に
納
付
す
べ
き
金
銭
、
家
賃

の
滞
納
が
な
い

・
世
帯
全
員
が
、
暴
力
団
な
ど
の
反
社

会
的
勢
力
で
な
く
、
反
社
会
的
勢
力

と
の
関
係
を
有
し
て
い
な
い

○
対
象
と
な
る
方

　
町
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
賃
貸
・
売
買
契

約
を
締
結
し
た
物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
物
件

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

で
あ
る
こ
と

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
、
売
買
ま
た

は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
物
件
で

あ
る
こ
と

○
対
象
と
な
る
物
件

　
町
内
業
者
が
行
う
空
き
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助
（
補
助
限
度
額
1
0
0
万
円
）

○
補
助
内
容

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
登
録
者

　（
所
有
者
な
ど
）

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
利
用
者

　（
移
住
者
）

○
申
請
で
き
る
方

台
所
、
浴
室
、
便
器
、
洗
面
所
、
内
装
、 

屋
根
ふ
き
替
え
、
外
壁
工
事
な
ど

※

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
住
宅
設
備
機
器
類

の
設
置
工
事
や
電
話
な
ど
の
配
線
工

事
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

　町
役
場
企
画
課
　☎
6
2-

7
0
1
4

○
問
い
合
わ
せ
先

  

１
月
あ
た
り
の
賃
貸
住
宅
家
賃
（
管

理
費
、
共
益
費
、
駐
車
場
料
金
な
ど
は

除
く
）
か
ら
、
事
業
所
な
ど
か
ら
支
給

さ
れ
る
住
宅
に
関
す
る
手
当
を
除
い
た

実
質
家
賃
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
、
月
額
上
限
2
万
円
を
補
助
。

※

転
入
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
24
か
月
目
（
２
年
）
ま
で
の

家
賃
が
対
象
で
す

○
補
助
内
容

①
家
賃
補
助

　
賃
貸
住
宅
契
約
時
に
係
る
費
用
の
う

ち
、
礼
金
・
不
動
産
取
引
手
数
料
（
仲

介
手
数
料
）・
家
賃
支
払
保
証
料
で
、

事
業
所
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
当
を

除
い
た
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

で
、
上
限
６
万
円
を
補
助
。

※

①
・
②
と
も
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
は
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

②
初
期
費
用
（
一
時
金
）
補
助

○
対
象
と
な
ら
な
い
方

　
次
の
要
件
を
ひ
と
つ
で
も
満
た
す
方

・
町
営
住
宅
な
ど
公
的
賃
貸
住
宅
に
居

住
し
て
い
る

・
勤
務
す
る
事
業
所
な
ど
の
社
宅
、
社

員
寮
な
ど
に
居
住
し
て
い
る

・
３
親
等
内
の
親
族
が
所
有
ま
た
は
経

営
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

・
勤
務
先
の
人
事
異
動
や
就
学
な
ど
に

よ
る
転
入
で
、
町
内
に
定
住
し
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
お
よ
び
誓
約
書
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

・
住
民
票
謄
本
（
続
柄
お
よ
び
世
帯
主

の
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
申
請
者
の
戸
籍
の
附
票
（
本
籍
地
の

市
区
町
村
で
お
取
り
く
だ
さ
い
）

・
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
書
の

写
し

・
賃
貸
借
契
約
に
関
し
て
要
し
た
初
期

費
用
の
額
な
ど
が
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し

・
市
町
村
税
（
特
別
区
税
）
の
前
年
度

の
納
税
証
明
書

○
問
い
合
わ
せ
先

　町
役
場
企
画
課
　☎
6
2-

7
0
1
4
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Ｈ29．12

小豆島・土庄町への
　　　　 移住定住の取り組み

　
近
年
、
都
会
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
検
討

す
る
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。「
都
会
を
離
れ

て
暮
ら
し
た
い
」「
人
と
の
つ
な
が
り
を
感

じ
な
が
ら
生
活
し
た
い
」「
島
に
帰
っ
て
活

躍
し
た
い
」な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
も
っ

て
移
住
す
る
人
た
ち
。

　
今
回
、
こ
れ
か
ら
島
暮
ら
し
の
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
移
住
者
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
や
移
住
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

物件情報の提供･空き家の有効活用に
土庄町の空き家バンクへの登録物件募集中！！

①町役場企画課に連絡
　制度についてご説明しますので、まずは気軽にご相談ください。
②物件の現地確認
　町役場職員と物件確認を行います。
③物件の登録および情報の提供
　登録可能物件は物件登録申込を行っていただき、町のホームページ
や窓口で物件情報を提供します。
④物件見学・契約
　移住希望者から物件見学の希望があった場合、町が物件立会人と日
程を調整して物件見学を行います。なお、町ではあっせんや交渉、契
約は行っていません。契約時は宅建業者への仲介をおすすめします。

空き家バンクへの登録・契約の流れ

　
平
成
28
年
度
に
お
け
る
町
の
移
住
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
者
数

や
転
入
届
出
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
集

計
し
た
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
移
住
相
談
件
数
　
　
3
5
4
件

②
移
住
件
数
・
人
数
　
8
3
組
・
1
1
3
名

　【
Ｕ
タ
ー
ン
含
む
　
1
4
4
組
・
2
0
0
名
】

　
移
住
相
談
に
つ
い
て
は
、「
住
ま
い
」や「
移

住
施
策
」
に
関
す
る
内
容
が
多
く
、Ｕ
タ
ー

ン
を
含
め
た
移
住
者
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。

＊
町
へ
の
移
住
状
況

　
移
住
を
考
え
る
う
え
で
、
特
に

必
要
と
な
る
の
は
住
ま
い
の
情
報

で
す
。
町
で
は
、
空
き
家
を
貸
し

た
い
方
、
売
り
た
い
方
に
空
き
家

物
件
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
移

住
希
望
者
に
物
件
情
報
を
提
供
す

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
物
件

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
移
住
希
望
者
に
は
詳
し
い
物

件
情
報
の
提
供
や
見
学
日
程
を
物

件
立
会
人
（
所
有
者
ま
た
は
代
理

人
）
と
調
整
す
る
な
ど
、
町
が
所

有
者
と
移
住
者
の
橋
渡
し
役
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ

て
賃
貸
・
売
買
契
約
を
締
結
し
、

町
内
業
者
が
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
対
し
て
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
最
大

1
0
0
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
町
内
で
「
も
う
使
う
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
」、「
管
理
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
た
」
な
ど
の
物
件

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
空
き
家
の
有

効
活
用
と

し
て
、
ぜ

ひ
空
き
家

バ
ン
ク
へ

の
登
録
を

ご
検
討
く

だ
さ
い
。

＊
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は

　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
物
件
を
取
得
ま

た
は
賃
借
し
た
移
住
者
（
平
成
23
年
４
月
１

日
以
降
に
町
民
と
な
っ
た
方
）
を
対
象
に
、

ひ
と
り
５
万
円
、
世
帯
あ
た
り
上
限
20
万
円

の
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
の
申
請
や
制
度
の
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
町
役
場
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
移
住
促
進
事
業
交
付
金

　町
役
場
企
画
課

　☎
6
2-

7
0
1
4

○
問
い
合
わ
せ
先

　
小
豆
地
域
で
は
、
島
へ
の
移
住
促
進
を
図

る
た
め
、
平
成
19
年
に
両
町
の
自
治
会
代
表

者
、
宅
地
・
建
物
有
識
者
、
関
係
行
政
機
関

な
ど
で
構
成
す
る
「
小
豆
島
移
住
・
交
流
推

進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
移
住
・
交
流
関
連

フ
ェ
ア
へ
の
出
展
や
移
住
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
官
民
が
協
力
し
て
移
住

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
町
に
お
い

て
も
各
施
策
の
充
実
や
島
内
関
係
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
移
住
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

＊
小
豆
島
移
住
・
交
流
推
進
協
議
会

空き家改装費の一部を補助
土庄町空き家リフォーム支援事業

移住に必要な家・暮らし・仕事の情報収集に
小豆島移住ガイドセミナー

　
小
豆
島
移
住
・
交
流
推
進
協
議
会
は
、

N
P
O
法
人
T
o
t
i
e
と
連
携
・
協

力
し
、
島
へ
の
移
住
の
足
が
か
り
と
し

て
、「
小
豆
島
移
住
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
同
セ
ミ
ナ
ー
を
計
４

回
開
催
し
、
11
月
11
日
と
12
日
に
今
年

度
最
後
の
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
８
組
13
名
が
参
加
し
、
島
内

の
空
き
家
物
件
の
見
学
や
先
輩
移
住
者

と
の
交
流
会
、
職
場
見
学
・
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
穏
や
か

な
気
候
や
人
柄
が
印
象
的
で
、
島
に
移

住
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」、

「
移
住
を
検
討
し
て
い
る
仲
間
が
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

住宅家賃の一部を補助
土庄町移住定住促進賃貸宅家賃等補助金

▼オリーブの収穫体験

▲先輩移住者との交流会

　
今
後
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
な

ど
の
開
催
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
島
へ
の
移
住
者
募
集
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
28
年
３
月
１
日
以
降

に
、
定
住
の
意
志
を
持
っ
て
転
入
し
た

若
年
世
帯
ま
た
は
子
育
て
世
代
の
民
間

賃
貸
住
宅
の
家
賃
な
ど
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
転
入
者
で
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

・
住
民
登
録
を
し
た
時
点
の
年
齢
が
40

歳
未
満
、
ま
た
は
住
民
登
録
を
し
た

年
度
末
時
点
で
18
歳
以
下
の
方
を
扶

養
し
同
居
し
て
い
る

・
補
助
対
象
者
が
転
入
前
３
年
以
上
小

豆
郡
外
に
居
住
し
て
い
る

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
適
用
ま

た
は
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃
補
助
を

受
け
て
い
な
い

・
世
帯
全
員
が
県
税
、
町
税
お
よ
び
そ

の
他
町
に
納
付
す
べ
き
金
銭
、
家
賃

の
滞
納
が
な
い

・
世
帯
全
員
が
、
暴
力
団
な
ど
の
反
社

会
的
勢
力
で
な
く
、
反
社
会
的
勢
力

と
の
関
係
を
有
し
て
い
な
い

○
対
象
と
な
る
方

　
町
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
賃
貸
・
売
買
契

約
を
締
結
し
た
物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
物
件

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

で
あ
る
こ
と

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
、
売
買
ま
た

は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
物
件
で

あ
る
こ
と

○
対
象
と
な
る
物
件

　
町
内
業
者
が
行
う
空
き
家
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
係
る
費
用
の
２
分
の
１
を

補
助
（
補
助
限
度
額
1
0
0
万
円
）

○
補
助
内
容

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
登
録
者

　（
所
有
者
な
ど
）

 

・
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
利
用
者

　（
移
住
者
）

○
申
請
で
き
る
方

台
所
、
浴
室
、
便
器
、
洗
面
所
、
内
装
、 

屋
根
ふ
き
替
え
、
外
壁
工
事
な
ど

※

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
住
宅
設
備
機
器
類

の
設
置
工
事
や
電
話
な
ど
の
配
線
工

事
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム

　町
役
場
企
画
課
　☎
6
2-

7
0
1
4

○
問
い
合
わ
せ
先

  

１
月
あ
た
り
の
賃
貸
住
宅
家
賃
（
管

理
費
、
共
益
費
、
駐
車
場
料
金
な
ど
は

除
く
）
か
ら
、
事
業
所
な
ど
か
ら
支
給

さ
れ
る
住
宅
に
関
す
る
手
当
を
除
い
た

実
質
家
賃
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
で
、
月
額
上
限
2
万
円
を
補
助
。

※

転
入
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

起
算
し
て
24
か
月
目
（
２
年
）
ま
で
の

家
賃
が
対
象
で
す

○
補
助
内
容

①
家
賃
補
助

　
賃
貸
住
宅
契
約
時
に
係
る
費
用
の
う

ち
、
礼
金
・
不
動
産
取
引
手
数
料
（
仲

介
手
数
料
）・
家
賃
支
払
保
証
料
で
、

事
業
所
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る
手
当
を

除
い
た
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

で
、
上
限
６
万
円
を
補
助
。

※

①
・
②
と
も
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る

場
合
は
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

②
初
期
費
用
（
一
時
金
）
補
助

○
対
象
と
な
ら
な
い
方

　
次
の
要
件
を
ひ
と
つ
で
も
満
た
す
方

・
町
営
住
宅
な
ど
公
的
賃
貸
住
宅
に
居

住
し
て
い
る

・
勤
務
す
る
事
業
所
な
ど
の
社
宅
、
社

員
寮
な
ど
に
居
住
し
て
い
る

・
３
親
等
内
の
親
族
が
所
有
ま
た
は
経

営
す
る
住
宅
に
居
住
し
て
い
る

・
勤
務
先
の
人
事
異
動
や
就
学
な
ど
に

よ
る
転
入
で
、
町
内
に
定
住
し
な
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書
お
よ
び
誓
約
書
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

・
住
民
票
謄
本
（
続
柄
お
よ
び
世
帯
主

の
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・
申
請
者
の
戸
籍
の
附
票
（
本
籍
地
の

市
区
町
村
で
お
取
り
く
だ
さ
い
）

・
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
書
の

写
し

・
賃
貸
借
契
約
に
関
し
て
要
し
た
初
期

費
用
の
額
な
ど
が
確
認
で
き
る
書
類

の
写
し

・
市
町
村
税
（
特
別
区
税
）
の
前
年
度

の
納
税
証
明
書

○
問
い
合
わ
せ
先

　町
役
場
企
画
課
　☎
6
2-

7
0
1
4
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は
い
。
こ
ち
ら
土
庄
町
役
場

　
　
　
　
　
　○
○
課
で
す
。

「
水
道
課
が
変
わ
り
ま
す
」

水
道
課

　課
長
　石
床

　勝
則

香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
の

設
置
に
つ
い
て
、
先
般
県
お
よ

び
県
下
８
市
８
町
（
直
島
町
除

く
）
の
議
決
を
経
て
、
平
成
29

年
11
月
１
日
に
総
務
大
臣
の
許

可
の
も
と
「
香
川
県
広
域
水
道

企
業
団
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
団
と
し
て
の
業
務
は
平
成

30
年
４
月
か
ら
始
ま
り
、
２
年

間
は
現
在
の
水
道
課
を
そ
の
ま

ま
企
業
団
事
務
所
と
し
て
業
務

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
は
島
内

に
「
小
豆
ブ
ロ
ッ
ク
統
括
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

水
道
事
業
は
、
今
後
の
人
口

減
少
に
よ
る
給
水
収
益
の
減
少

と
水
道
施
設
の
耐
震
・
老
朽
化

の
更
新
、
さ
ら
に
は
技
術
力
継

承
と
渇
水
対
応
な
ど
の
課
題
に

対
し
て
、
こ
れ
ま
で
県
内
の
水

道
事
業
を
一
つ
に
す
る
水
道
広

域
化
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。町

の
水
道
事
業
と
し
て
は
、

今
後
も
単
独
経
営
を
続
け
る
よ

り
、
広
域
化
に
よ
っ
て
肥
土
山

浄
水
場
な
ど
の
老
朽
施
設
の
更

新
事
業
に
お
い
て
国
の
交
付
金

制
度
が
活
用
で
き
る
こ
と
、
ま

た
島
内
の
水
源
が
一
元
的
に
管

理
さ
れ
る
こ
と
で
浄
水
場
間
の

連
絡
管
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
の
強
化
や
予
備
・
臨
時
水

源
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民

生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
留

め
る
体
制
づ
く
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
業
務
開
始
か
ら
10

年
間
は
旧
事
業
体
ご
と
に
区
分

経
理
が
必
要
と
な
る
た
め
、
財

政
状
況
に
よ
っ
て
は
水
道
料
金

を
値
上
げ
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
平
成
40
年
度
を
目
処
に

水
道
料
金
の
統
一
が
図
ら
れ
、

現
在
の
水
道
料
金
よ
り
も
低
く

な
る
予
定
で
す
。

今
後
、
広
域
化
の
移
行
手
続

き
な
ど
で
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、「
水
道

事
業
広
域
化
」
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

香川県広域水道企業団が設立します

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
、

土
庄
町
水
道
課
は
香
川

県
広
域
水
道
企
業
団
と
し
て
業

務
を
行
い
ま
す
。

　「
水
道
事
業
の
広
域
化
」と
は
、

県
や
県
内
市
町
が
団
体
の
枠
組

み
な
ど
を
超
え
て
一
元
化
し
、

水
道
事
業
の
運
営
や
管
理
を
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　な
ぜ
、
水
道
事
業
の
広
域

化
が
必
要
な
の
か

　
県
下
で
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
道
事
業
の
収
益
減
少
や
水

道
施
設
の
更
新
、
災
害
対
応
や

技
術
継
承
な
ど
、
個
々
で
対
応

す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　
広
域
化
の
目
的
は
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
解
決
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
全
・
安
心
な
水
道
水

を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
し
た
運
営
基
礎
を

築
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

　企
業
団
の
財
政
運
営
に
つ

い
て

　
企
業
団
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
行
う
事
務
の
一
部
を
、
共

同
し
て
処
理
す
る
組
織
の
こ
と

で
す
。

　
企
業
団
で
は
、
広
域
水
道
施

設
整
備
と
経
年
施
設
更
新
整
備

に
つ
い
て
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
着
実
な
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
39
年
度
ま
で
は
旧
事
業

体
ご
と
の
区
分
経
理
を
実
施
し
、

費
用
収
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
確
認

し
な
が
ら
水
道
料
金
を
適
切
に

設
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
町
役
場
水
道
課
　
☎
６
２-

７
０
０
９

平

○請求者名が「香川県広域水道企
業団」になります。
○名義変更や給水再開について電話で
手続きができるようになり、給水再
開時の手数料が無料になります。

○支払い方法は従来どおり口座振
替または納付書でお支払いでき
ます。

○小豆ブロックエリア内に「小豆
ブロック統括センター」が開設
されます。

○支払い方法がコンビニエンスス
トアでの納付書支払いおよびク
レジット決済が可能になりま
す。

○水道料金が県内で統一され、合
わせて負担金なども統一されま
す。

17団体（県と8市8町）
による一部事務組合を
設置

平成30年度～
今 後 の 予 定

平成32年度～ 平成40年度～

C町
水道事業B町

水道事業

A市
水道事業

D市
水道事業

県
水道用水供給事業
工業用水道事業

香川県
広域水道企業団

水道事業
工業用水道事業

C町
水道事業B町

水道事業

A市
水道事業

D市
水道事業

県
水道用水供給事業
工業用水道事業
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水道管にも冬じだく
寒さは水道管の大敵！早めの防寒準備を

水道管にも冬じだく
寒さは水道管の大敵！早めの防寒準備を

　冬になると気温が下がり、水道管の水が凍って出なくなったり、水道管
が破裂するなどの事故が発生しやすくなります。
　寒さに備え、水道管にも防寒対策を行い、凍結のない冬を過ごしましょう。

年末年始のごみ・し尿 収集日程年末年始のごみ・し尿 収集日程
　年末年始のごみ・し尿の収集を次のとおり行います。
　年末年始に向けて、計画的なごみ・し尿の収集に
ご協力をお願いします。

※ごみは通常どおり町指定のごみ袋に入れて、朝8
時30分までに出してください。

●12月29日㈮～1月3日㈬
　＊クリーンセンター（燃えるごみ）
　＊リサイクルセンター（資源ごみ）
　＊最終処分場（燃えないごみ）
●1月4日㈭～1月12日㈮
　＊クリーンセンター（可燃粗大ごみ）

 ■ 水道管が露出しているもの
 ■ 風当たりが強く、日陰にあるもの
 ■ 家の北側にあり太陽があたらない場所にあるもの
 ■ 屋外でむきだしになっているもの

水道課からのお知らせ

住民環境課からのお知らせ

【問い合わせ先】町役場水道課　☎62-7009

【申込・問い合わせ先】
　町役場住民環境課　☎62-7010

凍りやすい水道管の特徴凍りやすい水道管の特徴

　元栓（止水栓、バルブ）をしめて破裂したところ
に布やテープをしっかりと巻きつけ、最寄りの指定
事業者に修繕の依頼をしてください。

水道管が破裂してしまった場合水道管が破裂してしまった場合

　毛布や厚手の布、保温
材などを水道管に巻きつ
け、その上から濡れない
ようにビニールテープな
どを巻いてください。

凍結を防ぐには凍結を防ぐには
①水道管

　町では、水道水を安心して飲用していただくため、
水質検査結果および検査計画を公表しています。結
果・計画を確認したい方は、町役場水道課にお問い
合わせください。

水道水の水質検査のご案内水道水の水質検査のご案内

ごみの収集ごみの収集

ごみ処理施設直接搬入の受入停止期間ごみ処理施設直接搬入の受入停止期間

　12月29日から1月3日までお休みします。年始
は1月4日から、汲み取りを開始します。
　なお、年末の汲み取りの申し込みは、12月15日
までに町役場住民環境課にご連絡ください。年末は
申し込みが殺到しますので、お早めにお願いします。

し尿の汲取し尿の汲取

　古い毛布や布ぎれ、く
だいた発泡スチロールな
どをビニール袋に入れて、
メーターボックス内につ
めて保温してください。

②水道メーター

●年内最後の収集日
日　程 種　別 収集地区

12月29日㈮ 燃えるごみ 全地区

●年始の収集日
日　程 種　別 収集地区
1月4日㈭ 燃えるごみ 全地区

5
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高松北
警察署

日本銀行
高松支店

高松法務
合同庁舎

西
日
本
放
送

高松港旅客
ターミナル
ビル

JRホテル
クレメント
高松

高松
シンボル
タワー

四国行政評価支局

JR高松駅

四国電力

琴電築港駅

寿町交差点
さぬき浜街道

中
央
通
り

●JR高松駅から北へ
　約200メートル
　徒歩約3分

N

土庄町長選挙のお知らせ

告示日　12月19日㈫
投票日　12月24日㈰

　任期満了に伴う町長選挙が次のとおり行われます。土庄町の未来を決める一票です。忘れずに投票しま
しょう。

届 出 日　12月19日㈫　8時30分～17時
受付場所　町役場3階 委員会室

【立候補届出】【立候補届出】

　総務省四国行政評価支局は、12月25日から新庁舎に
移転して業務を開始します。お問い合わせの際はご注意
ください。
【新庁舎所在地】
　高松市サンポート3番33号
　高松サンポート合同庁舎南館6階
　　☎087-826-0671（代表）
　　☎087-826-1100（行政苦情110番）

四国行政評価支局が
移転します

「
明
治
百
五
十
年
」
に

　

向
け
た
取
り
組
み

灘 山 地 区 　9時～16時
豊 島 地 区 　7時～18時
その他の地区　7時～19時

【選挙当日の投票時間】【選挙当日の投票時間】

【問い合わせ先】【問い合わせ先】
　町選挙管理委員会　☎62-7000

　重度の身体障がいなどにより移動が困難で投票
に行けない方が自宅など現在いる場所で、投票用
紙に記載して郵便などにより投票する制度があり
ます。
　なお、不在者投票には一定の条件がありますの
で、詳しくは町選挙管理委員会にお問い合わせく
ださい。

【郵便などによる不在者投票】【郵便などによる不在者投票】
投票期間　12月20日㈬～12月23日㈯
　　　　　8時30分～20時
投票場所　町役場正面玄関前投票所

※期日前投票をされる方は、投票所入場券（はがき）
裏面の「期日前投票宣誓書兼請求書」にあらか
じめ記入してお持ちいただくと、受付が早く済
みます。

※有権者であれば、入場券がなくても投票できま
す。

【期日前投票】【期日前投票】

　
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
年
）は
、

明
治
元
年（
一
八
六
八
年
）か
ら
起
算

し
て
満
百
五
十
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
政
府
で
は
、内
閣
官
房
副
長
官
を

議
長
と
す
る「「
明
治
百
五
十
年
」関

連
施
策
各
府
省
連
絡
会
議
」を
設

け
、①「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世

代
に
遺
す
施
策
」、②「
明
治
の
精
神

に
学
び
、さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向

け
た
施
策
」、③「
明
治
1
5
0
年
に

向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
く
施
策
」

の
三
つ
を
柱
と
し
て
、政
府
一
体
と

な
っ
て「
明
治
百
五
十
年
」関
連
施

策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
だ
け
で
な
く
、地
方
公
共
団
体

や
民
間
も
含
め
て
、日
本
各
地
で
、

「
明
治
百
五
十
年
」に
関
連
す
る
多

様
な
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
促
進
や
広

報
な
ど
を
通
じ
て
、「
明
治
百
五
十

年
」に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
関
連
施
策
な
ど
、詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.ka

ntei.go.jp/jp/singi/m
eiji150/p

ortal/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「明治150年」関連施策
推進ロゴマーク

67



Ｈ29．12

税務課からのお知らせ

　償却資産とは、個人や法人で事業を行っている方（工場や商店、農業、
サービス業などの事業を営んでいる方）が、その事業のために使用する構
築物、機械および装置、船舶、車両および運搬具、工具・器具・備品など
の有形固定資産のことで、土地や家屋と同じく固定資産税が課税されます。
　償却資産を所有されている方は、地方税法第383条の規定により、賦
課期日（1月1日）現在に所有している償却資産について、所在する市町
村に申告していただくことになっています。

固定資産税の対象となる償却資産

　1月1日現在、町内に事業用の償却資産を所有ま
たは賃貸している方。

償却資産の申告をしていただく方
■マイナンバー（個人番号または法人番号）の記入
が必要です。
■免税点未満の方でも、申告は必要です。
■前年度の申告から資産の増減がない場合も申告を
してください。また、該当資産がない場合も、資
産保有状況の確認のために申告をお願いすること
がありますので、ご協力をお願いします。
■所有権留保付割賦販売による資産（分割払いの代
金完済をもって売主から買主に所有権を移転する
もの）の場合は、原則として買主の方が申告して
ください。
■新規で申告される方は、申告書などを送付します
ので、町役場税務課にお問い合わせください。

その他の注意事項

免税点：定率法償却により換算した帳簿価額の合計
が150万円未満の場合は課税されません。

税　率：1.4％

償却資産にかかる固定資産税の免税点・税率

　地方税法の一部改正に伴い、地域決定型地方税特
例措置（通称：わがまち特例）が導入されました。
償却資産のうち、取得年月日等一定の要件を満たす
ものを対象に課税標準額を減免します。詳しくは町
役場税務課にお問い合わせください。

わがまち特例（地方税法附則第15条に定める課税標準の特例）

償却資産（固定資産税）の申告はお早めに
申告期限は平成30年1月31日まで

土
地
・
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
家
屋
の
新
増
築
・
取
り
壊
し
は
届
け
出
を
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　町
役
場
税
務
課
　☎
６
２
ー
７
０
０
１

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
町
役
場
税

務
課
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
新
築
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
（
住

宅
、
倉
庫
、
店
舗
、
事
務
所
な
ど
）

は
、
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産

税
の
税
額
を
計
算
す
る
た
め
、
原

則
と
し
て
町
の
職
員
が
訪
問
し
、

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。
新
築
・

増
築
を
し
た
と
き
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
築
・
増
築
を
し
た
と
き

　
家
屋
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を

取
り
壊
し
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
建
物

を
取
り
壊
し
て
法
務
局
で
滅
失
登

記
し
た
場
合
は
、
町
へ
の
届
け
出

は
不
要
で
す
。

②
取
り
壊
し
を
し
た
と
き

　
売
買
や
相
続
、
譲
渡
な
ど
で
未

登
記
家
屋
の
所
有
者
の
変
更
を
さ

れ
る
方
は
、
所
有
者
変
更
の
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
手
続

き
を
し
な
い
と
、
翌
年
度
以
降
も

旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。 ③

未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を

　
変
更
す
る
と
き

　
土
地
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
町
役
場
税
務
課
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
現
地
で
現
況
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑤
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更

　
す
る
と
き

　
建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊

し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
登

記
法
で
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
登
記
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

高
松
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
☎
０
８
７-

８
２
１-

６
１
９
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
建
物
の
登
記
に
つ
い
て

【問い合わせ先】町役場税務課　☎62-7001

7
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 教育総務課 からのお知らせ

平成30年度
　保育所・幼稚園の入所（園）児を募集します

保　育　所  ・  幼　児　園

幼  　稚　  園

●対象児童
　町内在住の就学前までの児童で、保護者が次
のいずれかの事情にある場合。
 ① 就労（就労時間が月48時間以上）
 ② 妊娠・出産　
 ③ 保護者の疾病・障がい
 ④ 同居または長期入院中の親族の介護・看護
 ⑤ 災害復旧　　
 ⑥ 求職活動
 ⑦ 就学（職業訓練校などの職業訓練を含む）
 ⑧ 児童虐待・ＤＶの恐れがある場合
 ⑨ 育児休業取得時に、既に保育を利用する児
童がいて継続利用が必要な場合

 ⑩ その他、①～⑨に類すると町長が認める場合
●申込期間
　平成30年1月5日㈮～19日㈮
　（土・日曜日、祝日を除く）
　※年度途中の入所希望者も同期間に申し込み

をしてください。
●申込書配布・提出先
　入所を希望する保育所・幼児園
●その他
　各施設の詳細については、「子育て県かがわ」
情報サイト〈https://kagawa-colorful.com/
hoikusyo/tonosho/〉をご覧ください。

●注意事項
①定員を超過した施設は、入所選考基準により利用調整
を行う場合があります。申込書の裏面「利用を希望す
る施設名」には、必ず第3希望までご記入ください。
記入がない場合は、特段の希望がないものとして、利
用調整のうえ町で入所施設を決定します。

②保育状況を総合的に判断し、児童の保育を必要とする
程度の高い順番に入所の承諾を行います。保育を必要
とする程度の低い場合や定員に余裕のない場合は、入
所できないこともあります。

③町外の保育所に入所希望の方は入所要件がありますの
で、町教育委員会事務局教育総務課にお問い合わせく
ださい。

●保育所・幼児園一覧

●幼稚園一覧●対象児童
5歳児学級
　平成24年4月2日～平成25年4月1日生まれ
4歳児学級
　平成25年4月2日～平成26年4月1日生まれ
3歳児学級
　平成26年4月2日～平成27年4月1日生まれ
●申込期間
　平成30年1月5日㈮～19日㈮
　（土・日曜日、祝日を除く）
　※預かり保育の申し込みも同時に行います。
●申込書配布・提出先
　入園を希望する幼稚園

【問い合わせ先】町教育委員会事務局教育総務課　☎62-7012

施設名 所在地 電話番号 対象年齢定 員

愛の園保育所

双葉保育所

北浦幼児園

大部幼児園

大鐸幼児園

(福)土庄保育園

(福)瞳保育所

渕崎甲1400番地8

伊喜末81番地12

見目乙423番地6

大部甲2019番地

肥土山甲1729番地1

土庄町甲1177番地

豊島家浦2507番地

62－0693

64－5152

65－2122

67－2130

62－0969

62－0738

68－2005

120名

30名

30名

30名

30名

40名

20名

10か月～

1歳～

1歳～

1歳～

1歳～

3か月～

1歳～

施設名 所在地 電話番号 定 員

土庄幼稚園

渕崎幼稚園

大鐸幼児園

大部幼児園

北浦幼児園

四海幼稚園

土庄町甲965番地1

渕崎甲1523番地

肥土山甲1729番地1

大部甲2019番地

見目乙423番地6

長浜甲1912番地1

62－0843

62－0938

62－0969

67－2130

65－2122

64－5153

110名

80名

35名

35名

35名

50名
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運転免許証自主返納者を支援します運転免許証自主返納者を支援します
高齢者ドライバーの方へ高齢者ドライバーの方へ

企画課からのお知らせ

　町では、65歳以上で運転免許証を自主返納され
た方を対象に、返納後の買い物や通院時の移動を
支援するため、町内路線バスの利用回数券などを
交付（1回のみ）しています。
　「運転が心配だけど、交通手段がなくなるのは困
る」など免許証の返納を迷われている方やご家族
の方は、高齢者ドライバーの交通事故を防ぐため、
この機会に自主返納をご検討ください。

【対象者】
65歳以上で運転免許証（有効期間内）を自主返
納した方

【支援内容】
① 小豆島オリーブバス回数券
② 電子カード「オリーブIruca」
③ 豊島航路回数券（豊島在住者のみ）
合計25,000円分

【申請方法】
　返納時に警察署で発行される運転免許の取消通
知書（写し可）または運転履歴証明書（写し可）
と印鑑を用意し、町役場企画課に申請してくださ
い。
【申請・問い合わせ先】
　町役場企画課
　　☎62-7014　

奨学資金貸し付けのご案内奨学資金貸し付けのご案内
　町内に2年以上住所を有し、高等学校および大学
に進学を希望している方で、経済的理由により修
学が困難な方に対して奨学資金の貸し付けを行い
ます。
【貸付額（月額）】
　高等学校（高等専門学校を含む）　10,000円
　大　　学（短期大学を含む）　　　30,000円
【申込期限】平成30年3月26日㈪まで
【申込・問い合わせ先】
　町教育委員会事務局教育総務課　☎62-7012

就学援助制度のご案内就学援助制度のご案内
　就学援助制度について、詳しくは町教育委員会
事務局教育総務課または通学先の学校にご相談く
ださい。

　町内の小・中学校に在学しているお子さんの保護
者を対象に、経済的な理由で就学することが困難な
場合に学用品費や給食費などの援助を行います。
　なお、新入生については、入学説明会でご案内
します。

不動産公売物件のご案内不動産公売物件のご案内

◆入札期間／12月14日㈭　9時～20日㈬　15時
◆入札場所／町役場1階 債権管理室
◆公売保証金納付期限／12月20日㈬　15時まで
◆開札日／12月20日㈬　15時10分
◆開札場所／町役場2階 会議室
◆最高価申込者決定日／12月20日㈬　15時30分
◆売却決定日／12月27日㈬　9時
◆買受代金納付期限／12月27日㈬　17時まで

債権管理室からのお知らせ

教育総務課からのお知らせ

小・中学校就学援助制度小・中学校就学援助制度

　町内の小・中学校の特別支援学級に在籍してい
るお子さんの保護者を対象に、学用品費や給食費
などを世帯の所得に応じて援助します。　

特別支援教育就学奨励費制度特別支援教育就学奨励費制度

【問い合わせ先】
　町教育委員会事務局教育総務課　☎62-7012

【申込・問い合わせ先】町役場債権管理室　☎62-7016

公売の対象となる不動産 公売の日程

【参加資格】
　公売保証金を納付した方
【公売当日必要なもの】
　①公売保証金　②身分証明書　③印鑑
　④委任状（代理人が入札する場合）
　⑤法人登記簿（法人の場合）

入札に参加される方へ

売却区分番号

２９－土－１ 電柱有り

注意事項

公売財産名称・性質など 見積価額（円） 公売保証金（円）その他事項
【所在】　
　土庄町字堀切甲1470番5
【地目・地積】
　宅地・293.94㎡

1,280,000 128,000

1.売却区分ごとに公売します。
2.公売が中止になる場合があります。
3.公売財産の面積などは公簿上によるものです。   
4.境界は、隣接地所有者と協議してください。また、接面道路が私道で
ある場合は、その利用については道路所有者とそれぞれ協議してくだ
さい。いずれの場合も、町は一切関与しません。   

5.公売財産内の動産などの処理については、所有者と協議してください。   
6.公売物件は町の所有財産ではありませんので、物件内に立ち入ること
はできません。   

7.町は公売物件の瑕疵担保責任を負いません。   
8.所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税
が課税される場合があります。 

【所在】
　土庄町字堀切甲1470番7
【地目・地積】
　宅地・76.87㎡
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地域おこし協力隊コーナーなぎさの島活動通信　第9号

「小豆島一周サイクリング
＆無人島BBQ」が

チャレンジ部門で入賞！
　11月22日に、スポーツ庁・文化庁・観光庁主
催の「スポーツ文化ツーリズムアワード2017」
が発表され、今年5月に開催した「小豆島一周サイ
クリング＆無人島BBQ」が「チャレンジ部門」で
入賞に選ばれました。
　受賞の理由として、他のサイクリングイベントと
の差別化が明確に図れていたこと、インバウンドを
取り込むポテンシャルが高いことを評価していただ
きました。他の受賞イベントに比べると圧倒的に規
模が小さいにも関わらず、このサイクリングイベン
トを選んでいただいたことに驚き、とてもうれしく
思いました。
　また、このイベントは島内でもたくさんの方に協
力していただいたため、この受賞により少しでも恩
返しができたかなと安心の気持ちもありました。
　次回の開催は、平成30年4月29日を予定してい
ます。より良いイベントにしていくため、皆さんの
ご協力をよろしくお願いします。

土庄町地域おこし協力隊　須藤 渚

「スポーツ文化ツーリズムアワード」
　2020年オリンピック・パラリンピック開催
を控え、各地域のスポーツと文化芸術資源を結
び付け、新しい地域ブランドや日本ブランドを
創出し、観光振興・地域振興を推進することを
目的に開催されています。

「チャレンジ部門」
　過去1回以上の実績があり、地域への国内外
からの観光誘致が期待できる取り組みが対象で
す。
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やすらぎプラザ　ガイド
やすらぎプラザ　☎62ー1234

　10月28日、認知症についての理解を深める「認
知症あったかとのしょうみんなの集い」を中央公民
館で開催しました。
　9回目を迎えた今回、台風の心配もありましたが
当日は202名に参加い
ただきました。フラグ
ループ「カマハオ・ホヌ」
がオープニングを飾り、
「オリーブの歌」の合唱
に合わせた踊りなどを披
露しました。参加者からは「会場があたたかい絆で
結ばれた」、「ほわっとリラックスできた」などの感
想がありました。
　また、小豆島病院副院長大城智睦先生による講演
『映像でみる認知症』では、「あったかとのしょう町

づくりの会」のメンバーが認知症で性格が急変した
方の役を演じ、他人の畑のトマトを繰り返し盗み食
いし、戸惑う息子の姿が上映されました。映像を見
た参加者からは、「周囲のあたたかい声かけで、認
知症の方は穏やかな日々を過ごせることがわかっ
た」、「大城先生から学んだ予防
法を今日からやってみたい」な
どの感想がありました。
　地域包括支援センターでは、
認知症についての研修会やサ
ポーター養成講座などを開催し
ています。養成講座の開催などを希望される方は、
ご連絡をお願いします。

第9回「認知症　あったかとのしょうみんなの集い」を開催しました

虐待防止月間「オリーブリボンキャンペーン」

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

保健センターだより

　手術時の輸血や血液製剤を
つくるためです。人の生命を
維持するために欠かせない血
液は、人工的につくることは
できません。また、血液は生
きた細胞で長期の保存ができ
ず、輸血などに必要な血液を
十分に確保するため、絶えず
献血が必要です。

　土庄町虐待防止等ネットワーク協議会では、地域の皆さんと『虐待
のない明るいまちづくり』を目指し、虐待防止活動に努めています。
　11月4日の土庄町商工会大商業まつりでは、同協議会委員43名で「オ
リーブリボンキャンペーン」を実施しました。虐待防止への理解を深
めるクイズラリーには215名に参加していただき、オリーブリボンの
配布や各種虐待の説明を行うなど、虐待防止への啓発活動を行いまし
た。
　今後も、同協議会の活動に対するご理解とご協力をお願いします。

心 と 命 献血で
つなげよう献血はなぜ必要なの

　11月4日に土庄町商工会大商業まつ
り会場で行われた400ml献血では、土
庄町商工会、小豆島ライオンズクラブ
などに支援いただき、74名にご協力
いただきました。

皆さんのご協力をお願いします 献血に
協力してね

けんけつちゃん

次回の献血は1月26日㈮
小豆総合事務所　9：30～10：30
土庄町役場　　 14：30～16：30
※高松市丸亀町の献血ルームでは、成分献血や
200ml献血を毎日受け付けています。
※血液の詳しい検査も含まれますので、日ごろ
の健康管理にもぜひご活用ください。

【問い合わせ先】
　町役場健康増進課　☎62-1234

12月から2月は
冬季献血推進運動期間です！

【問い合わせ先】
　土庄町地域包括支援センター　☎62-1234
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お詫びと訂正

11/19　おおぬで村に秋が来た！
　　　　　大盛況の収穫祭
　秋の収穫に感謝する「おおぬで村の収穫祭」が11
月19日、アクティブ大鐸で開催されました。
　当日は約450名が参加し、地元生産者が用意した農
産物や青年会有志による物販は大盛況で、地元婦人会
が腕を奮った豚汁の接待には長蛇の列ができました。
この接待は毎年恒例で、地元産の味噌と野菜を使った
豚汁に多くの方が舌鼓を
打ちました。イベントで
は餅つき体験やビンゴ
ゲームも行われ、会場に
は参加した子どもたちの
元気な声が響き渡りまし
た。

　11月7日、第47回野間読書推進賞の贈呈式が行われ、
「土庄町立中央図書館友の会」（諸石 正宣 会長）が奨
励賞を受賞されました。同会は平成11年に「図書館
友の会」として発足し、町内の保育所・幼稚園・小学
校をはじめ子育て支援センターや老人ホームなどで
「読み聞かせ」などの活動を行っています。これらの
活動が地域における読書
への関心を高め、読書推
進運動に大きく貢献した
として、長年の功績が称
えられました。

TopicsTown

Town　Topics

■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。 町役場企画課　☎62－7014

11/11　四海の風物詩「芋づるの塔」がお目見え
　11月11日、四海伊喜末地区の県道沿いに地元の風物詩
である「芋づるの塔」がお目見えしました。この取り組
みは、地元有志と町職員らで構成する「よつみいきいき
協議会」が地域の文化を継承しよ
うと7年前に活動を始め、今年も
サツマイモを収穫した後のつるを
円すい状に組んだ柱にくくりつ
け、約4mの塔を2つ作成しま
した。自然乾燥させたつるは、
後日堆肥として活用されま
す。当日は、地元の子どもた
ちも参加し、作業後には秋の
ごちそう「焼き芋」を笑顔で
ほおばりました。

11/19　「美島緑の少年団」が
　　　　　全国育樹祭で緑化活動を発表！
　国民的な緑の祭典「第41回全国育樹祭」が11月19
日、香川県満濃森林公園で開催され、県内外から約５
千名が参加しました。
　この日の式典で、昨年8月の「香川県緑の少年団活
動発表大会」で最優秀賞を受賞した「美島緑の少年団」
が小豆島で取り組んでいる緑化活動を発表しました。
団員を代表して、永岡空さんと山口凜さんがこれまで
の活動や島の豊かな森林
を大切にしていこうとす
る思いを話し、堂々とし
た発表と緑を愛し育てる
活動に、会場からは大き
な拍手が送られました。

小豆島の狛犬を学ぶパネル展が開催
　島内の神社などに設置されている狛犬の調査・
研究を行っている「小豆島狛犬探究会」によるパ
ネル展が11月11日から3日間、中央公民館で開催
されました。パネル展では46対の狛犬写真を展示
し、寄進年や出身地、石の材質などが紹介されま
した。また、12日には倉敷埋蔵文化財センターの
藤原好二さんによる講演も行われ、参加者は狛犬
の歴史や浪速型などの特徴・分類を学びました。

10/30　シンパクを次世代に！透水性コンクリートで保護
　樹齢1600年を誇る巨木・宝生院のシンパク。その
保護活動の一環として、シンパク近くの駐車場約50
㎡が透水性を持つコンクリートで舗装されました。こ
のコンクリートは、雨水を地中に浸透させ樹木を守る
効果があるとして、小豆地区生コン事業協同組合が材
料を提供しました。
　10月30日の現地見学会には、地元保存会を始め多
くの関係者が参加して作業を見守り、シンパクの保護
活動への機運を高めまし
た。

10/31　町政と議会の仕組みを学ぼう
　10月31日、町議会本会議場で「第18回子ども議会」
が開催されました。今回、町内の6年生を代表して7
名の子ども議員が今後の町政について一般質問を行
い、旧小学校の利用や鳥獣被害対策、若者に魅力のあ
るまちづくりなど、意見や要望を発表しました。子ど
もたちを見守った下地教育長は「6年生も町の大切な
ひとりという認識
と自覚を持って、
今日の経験を今後
の学校生活や友だ
ちとの関係にいか
してください」と
エールを送りまし
た。

11/3　実りの秋だ！豊島で棚田の収穫祭が開催
　11月3日、豊島「食プロジェクト」推進協議会と唐櫃棚田保存会による「豊島棚田の収穫祭」
が唐櫃の棚田で開催されました。秋晴れのもと行われた稲刈り体験では、大勢の参加者が「ザ
クッ、ザクッ」と手際よく収穫を行い、作業後には棚田米のおにぎりに舌鼓を打ちました。
また、豊島・小豆島などから19店舗が出店した「食のマーケット」では、地元の農産物やオリー
ブ牛などを求める来場者で賑わい、絶景を望む「棚田のステージ」では子どもたちのパフォー
マンスや演奏が披露されるなど、豊島の魅力を満喫する収穫祭となりました。

11/4　浪速区との交流都市10周年記念事業
　町と大阪市浪速区は、人々の交流を通じて「活気と
にぎわい」を創造するため、平成19年に「ふれあい交
流調印」を結び、今年10周年を
迎えました。その記念事業として
11月4日、土庄町商工会大商業ま
つりで「人々の交流から生まれる
まちづくり」をテーマにしたトー
クセッションが行われました。ス
テージには三枝町長と土庄町商工
会の丹生会長、浪速区市民協働課
の小原課長が登壇し、地場産業や
観光の現状、まちづくりの方向性
など貴重な意見を交わしました。

地域に寄り添う読書推進運動を称えて

Town　Topics

Town　Topics

▲町贈呈の「石の絵手紙」
は浪速公園に設置され
る予定

暖房器具による製品事故にご注意を！暖房器具による製品事故にご注意を！
く ら し の ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

　これから冬のシーズンを迎えると、火災や火傷などの製品事故が発生
しやすくなります。特に高齢者に多い消費生活関連の製品事故のトップ3
は、1位「石油ストーブ」、2位「ガスコンロ」、3位「石油温風暖房器」です。
製品に問題のある「リコール」対象製品による事故を防ぐため、家庭で使っ
ている製品がリコール対象でないか確認しましょう。
　不安な場合やトラブルに遭った場合はひとりで悩まず、消費生活相談
窓口にご相談ください。

 【相談ダイヤル】
 香川県小豆県民センター
 消費生活相談窓口　☎62-2269

　広報とのしょう 1 1 月 号
（No.742）11ページ「まちの
わだい」の「エコなアートベン
チでほっと一息」に誤りがあり
ました。お詫びして、訂正いた
します。

大鐸地区の間伐材を活用
するなど

誤

大部地区の間伐材を活用
するなど

正
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お詫びと訂正

11/19　おおぬで村に秋が来た！
　　　　　大盛況の収穫祭
　秋の収穫に感謝する「おおぬで村の収穫祭」が11
月19日、アクティブ大鐸で開催されました。
　当日は約450名が参加し、地元生産者が用意した農
産物や青年会有志による物販は大盛況で、地元婦人会
が腕を奮った豚汁の接待には長蛇の列ができました。
この接待は毎年恒例で、地元産の味噌と野菜を使った
豚汁に多くの方が舌鼓を
打ちました。イベントで
は餅つき体験やビンゴ
ゲームも行われ、会場に
は参加した子どもたちの
元気な声が響き渡りまし
た。

　11月7日、第47回野間読書推進賞の贈呈式が行われ、
「土庄町立中央図書館友の会」（諸石 正宣 会長）が奨
励賞を受賞されました。同会は平成11年に「図書館
友の会」として発足し、町内の保育所・幼稚園・小学
校をはじめ子育て支援センターや老人ホームなどで
「読み聞かせ」などの活動を行っています。これらの
活動が地域における読書
への関心を高め、読書推
進運動に大きく貢献した
として、長年の功績が称
えられました。

TopicsTown

Town　Topics

■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。 町役場企画課　☎62－7014

11/11　四海の風物詩「芋づるの塔」がお目見え
　11月11日、四海伊喜末地区の県道沿いに地元の風物詩
である「芋づるの塔」がお目見えしました。この取り組
みは、地元有志と町職員らで構成する「よつみいきいき
協議会」が地域の文化を継承しよ
うと7年前に活動を始め、今年も
サツマイモを収穫した後のつるを
円すい状に組んだ柱にくくりつ
け、約4mの塔を2つ作成しま
した。自然乾燥させたつるは、
後日堆肥として活用されま
す。当日は、地元の子どもた
ちも参加し、作業後には秋の
ごちそう「焼き芋」を笑顔で
ほおばりました。

11/19　「美島緑の少年団」が
　　　　　全国育樹祭で緑化活動を発表！
　国民的な緑の祭典「第41回全国育樹祭」が11月19
日、香川県満濃森林公園で開催され、県内外から約５
千名が参加しました。
　この日の式典で、昨年8月の「香川県緑の少年団活
動発表大会」で最優秀賞を受賞した「美島緑の少年団」
が小豆島で取り組んでいる緑化活動を発表しました。
団員を代表して、永岡空さんと山口凜さんがこれまで
の活動や島の豊かな森林
を大切にしていこうとす
る思いを話し、堂々とし
た発表と緑を愛し育てる
活動に、会場からは大き
な拍手が送られました。

小豆島の狛犬を学ぶパネル展が開催
　島内の神社などに設置されている狛犬の調査・
研究を行っている「小豆島狛犬探究会」によるパ
ネル展が11月11日から3日間、中央公民館で開催
されました。パネル展では46対の狛犬写真を展示
し、寄進年や出身地、石の材質などが紹介されま
した。また、12日には倉敷埋蔵文化財センターの
藤原好二さんによる講演も行われ、参加者は狛犬
の歴史や浪速型などの特徴・分類を学びました。

10/30　シンパクを次世代に！透水性コンクリートで保護
　樹齢1600年を誇る巨木・宝生院のシンパク。その
保護活動の一環として、シンパク近くの駐車場約50
㎡が透水性を持つコンクリートで舗装されました。こ
のコンクリートは、雨水を地中に浸透させ樹木を守る
効果があるとして、小豆地区生コン事業協同組合が材
料を提供しました。
　10月30日の現地見学会には、地元保存会を始め多
くの関係者が参加して作業を見守り、シンパクの保護
活動への機運を高めまし
た。

10/31　町政と議会の仕組みを学ぼう
　10月31日、町議会本会議場で「第18回子ども議会」
が開催されました。今回、町内の6年生を代表して7
名の子ども議員が今後の町政について一般質問を行
い、旧小学校の利用や鳥獣被害対策、若者に魅力のあ
るまちづくりなど、意見や要望を発表しました。子ど
もたちを見守った下地教育長は「6年生も町の大切な
ひとりという認識
と自覚を持って、
今日の経験を今後
の学校生活や友だ
ちとの関係にいか
してください」と
エールを送りまし
た。

11/3　実りの秋だ！豊島で棚田の収穫祭が開催
　11月3日、豊島「食プロジェクト」推進協議会と唐櫃棚田保存会による「豊島棚田の収穫祭」
が唐櫃の棚田で開催されました。秋晴れのもと行われた稲刈り体験では、大勢の参加者が「ザ
クッ、ザクッ」と手際よく収穫を行い、作業後には棚田米のおにぎりに舌鼓を打ちました。
また、豊島・小豆島などから19店舗が出店した「食のマーケット」では、地元の農産物やオリー
ブ牛などを求める来場者で賑わい、絶景を望む「棚田のステージ」では子どもたちのパフォー
マンスや演奏が披露されるなど、豊島の魅力を満喫する収穫祭となりました。

11/4　浪速区との交流都市10周年記念事業
　町と大阪市浪速区は、人々の交流を通じて「活気と
にぎわい」を創造するため、平成19年に「ふれあい交
流調印」を結び、今年10周年を
迎えました。その記念事業として
11月4日、土庄町商工会大商業ま
つりで「人々の交流から生まれる
まちづくり」をテーマにしたトー
クセッションが行われました。ス
テージには三枝町長と土庄町商工
会の丹生会長、浪速区市民協働課
の小原課長が登壇し、地場産業や
観光の現状、まちづくりの方向性
など貴重な意見を交わしました。

地域に寄り添う読書推進運動を称えて

Town　Topics

Town　Topics

▲町贈呈の「石の絵手紙」
は浪速公園に設置され
る予定

暖房器具による製品事故にご注意を！暖房器具による製品事故にご注意を！
く ら し の ワ ン ポ イ ン ト ア ド バ イ ス

　これから冬のシーズンを迎えると、火災や火傷などの製品事故が発生
しやすくなります。特に高齢者に多い消費生活関連の製品事故のトップ3
は、1位「石油ストーブ」、2位「ガスコンロ」、3位「石油温風暖房器」です。
製品に問題のある「リコール」対象製品による事故を防ぐため、家庭で使っ
ている製品がリコール対象でないか確認しましょう。
　不安な場合やトラブルに遭った場合はひとりで悩まず、消費生活相談
窓口にご相談ください。

 【相談ダイヤル】
 香川県小豆県民センター
 消費生活相談窓口　☎62-2269

　広報とのしょう 1 1 月 号
（No.742）11ページ「まちの
わだい」の「エコなアートベン
チでほっと一息」に誤りがあり
ました。お詫びして、訂正いた
します。

大鐸地区の間伐材を活用
するなど

誤

大部地区の間伐材を活用
するなど

正
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新 しい本
書　　　　名 著　　者

毒母ですが、なにか
三世代探偵団　次の扉に棲む死神
僕はロボットごしの君に恋をする
覆面作家
人間タワー
スクランブル　決戦！日本海上空　下
ミカグラ学園組曲　7
紫式部の娘。賢子はとまらない！
口入屋用心棒　38　武者鼠の爪
あきない世傳　金と銀　4
教場　0
吉原裏同心抄　浅き夢みし
ひよっこ　下
わろてんか　上
草笛物語
星ちりばめたる旗
運命の恋をかなえるスタンダール
無敵の二人
十津川警部予土（ローカル）線に殺意が走る
クリスマスを探偵と
花歌は、うたう
西郷どん！　前編・後編
忘れる女、忘れられる女
オペレーションＺ
やばい老人になろう
湖畔荘　上・下
統合失調症セキララ
ミステリークロック
さくら、うるわし　左近の桜
ヴェネツィア便り

山 口 恵 以 子
赤 川 　 次 郎
山 田 　 悠 介
大 沢 　 在 昌
朝比奈あすか
夏 見 　 正 隆
L a s t  N o t e
篠 　 　 綾 子
鈴 木 　 英 治
髙 田 　 　 郁
長 岡 　 弘 樹
佐 伯 　 泰 英
国 井 　 　 桂
青 木 　 邦 子
葉 室 　 　 麟
小 手 鞠 る い
水 野 　 敬 也
中 村 　 　 航
西 村 京 太 郎
伊 坂 幸 太 郎
小 路 　 幸 也
林 　 真 理 子
酒 井 　 順 子
真 山 　 　 仁
さ だ ま さ し
ケイト・モートン
藤 木 　 美 和
貴 志 　 祐 介
長 野 ま ゆ み
北 村 　 　 薫

　ベンガラ泥染めは、土から取
れて土に帰る染料を使用し、媒
染剤や火を使わず、少量の水で
揉みこんで染める環境にやさし
い染色です。
　土ならではの自然で奥深い色
合いをぜひお楽しみください。
◆と　き／1月16日㈫　13時30分～16時
◆ところ／戸形公民館
◆参加料／1,700円（材料代）
　　　　　※染色は7色からお気に入りを選択
◆準備物／たらい（直径25～30cm）、エプロン、
　　　　　ビニール手袋、タオル
◆定　員／15名（先着順）
◆申込期限／12月20日㈬まで
◆申込・問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課　☎62-7013

催 しもの

「ベンガラ泥染め教室」「ベンガラ泥染め教室」

　キャラバンカーが、550冊以上の絵本を積んで
やってきます。皆さんぜひお越しください。
◆と　き／12月20日㈬
　　　　　15時30分～16時35分
◆ところ／中央図書館（ほんとぴあ）
◆内　容／①キャラバンカー見学
　　　　　②好きな本を選んで読書
◆対象者／幼児～（親子連れ可）
◆問い合わせ先／
　中央図書館（ほんとぴあ）　☎62-0273

懇談社「全国訪問 おはなし隊」
キャラバンカーがやってくる！
懇談社「全国訪問 おはなし隊」
キャラバンカーがやってくる！

生涯学習講座　参加者募集！生涯学習講座　参加者募集！

●古文書を読む会
　12月12日㈫、19日㈫、26日㈫ 9時30分
●大人のおりがみ教室
　12月13日㈬ 13時30分 「クリスマスかざり」
●おりがみ教室
　12月16日㈯ 10時 「クリスマスかざり」
●クリスマス会
　12月17日㈰ 10時
●映画会
　12月17日㈰ 14時 「インサイド・ヘッド」 
●英語教室
　12月20日㈬ 10時 「ケネディ・ウィット」
●《新》読書会
　12月24日㈰ 10時 「ビブリオバトルに挑戦！」
●アメリカの歴史講座
　12月24日㈰ 13時30分
●12月の本の展示
　12月24日㈰まで 「クリスマスの本」
●おはなし会
　1月6日㈯ 10時30分

☎62-0273
開館時間　午前９時～午後６時
　　　　　（水曜日は午後７時まで）
休 館 日　毎週月曜日、12月23日㈯、
　　　　　12月29日㈮～1月3日㈬
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12 月 の 行 事 予 定 12月10日～1月9日

◆ 主な行事 ◆
12月16日 ●土庄町子ども会フェスティバル
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　17日 ●土庄町総合バレーボール秋季大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　23日～25日
　　　　●冬季土庄剣道錬成大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　24日 ●土庄町長選挙
 1月4日 ●新春小学生バレーボール大会
　　　　 フレトピアホール　　　　9：00
　　7日 ●土庄町消防団 出初式
　　　　 フレトピアホール　　　10：00

12月10日 ●土庄町音楽フェスティバル
　　　　 中央公民館　　　　　13：00
　　15日 ●北浦地区高齢者教室
　　　　 北浦公民館　　　　　13：30
　　21日 ●お正月の準備教室
　　　　　大部公民館　　　　　13：30
　　23日 ●正月飾りを作ろう
　　　　　戸形公民館　　　　　　9：30

12月12日 ●リズムであそぼう　10：30
　　13日 ●クリスマス会（要予約）　10：00
　　15日 ●ベビーマッサージ教室
　　　　　（要予約）　　　　　　10：00

　　19日 ●12月・1月生まれ誕生会
　　　　　（要予約）　　　　　　10：30

　　21日 ●愛の園保育所園庭開放日 10：00
 1月9日 ●ピョ～ンと遊ぼうタイム 10：30
毎週水曜日 ●絵本の読み聞かせ会
　　　　　（図書館職員）　　　　10：30

12月19日 ●こども相談（要予約） 10：00
　　22日 ●子育て相談（妊婦～子ども）　10：00
　　　　●1歳児相談
　　　　　（H28年11月～12月生まれ）　13：15
　　26日 ●ことばと聴こえの相談
　　　　　（要予約）　　　　　　10：00
　　27日 ●すこやかルーム
　　　　　（Ｈ29年10月生まれ）　10：00

◆ やすらぎプラザ ◆

◆ 子育て支援センター ◆

◆ 公 民 館 ◆ ◆ 相談案内 ◆

今月の納税 納期限 1月4日㈭

固 定 資 産 税 … 第３期分
介 護 保 険 料 … 第４期分
後期高齢者医療保険料 … 第６期分

第69回人権週間第69回人権週間 「みんなで築こう 人権の世紀」「みんなで築こう 人権の世紀」
～ 考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心 ～～ 考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心 ～

　昭和23年（1948年）12月10日、国連総会で「世界人権宣言」
が採択されたことを記念し、12月4日から10日までを「人権週
間」として、世界的に人権尊重の意識高揚が図られています。す
べての人が個人として尊重される、平和で豊かな社会を実現しま
しょう。
　不当な差別やいじめ、インターネットでの誹謗中傷など、人権
上の問題を感じることがあれば、人権相談所または地域の人権擁
護委員にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。

第 1回 小豆島ソフト
バレーボール大会
第1回 小豆島ソフト
バレーボール大会 成人式を開催します成人式を開催します

　今大会は、小豆島全域（島内在住者
または在勤者）から参加チームを募集
しますので、ぜひご参加ください。
◆とき／1月21日㈰　9時～
◆ところ／フレトピアホール
◆参加料／1チーム200円（保険料込み）
◆部門／一般の部・女子の部
◆申込期限／1月16日㈫　17時まで
◆申込・問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62-7013

～祝・成人おめでとうございます～ ～祝・成人おめでとうございます～ 

　成人式は、大人になったこ
とを自覚し、自ら生き抜こう
とする新成人をお祝いし、励
ますものです。当日は一般席
も設けますので、皆さんのご
参加をお待ちしています。

◆とき／1月7日㈰
◆ところ／中央公民館

香川県弁護士会　☎087-822-3693
●無料法律相談（総合福祉会館）　※要予約
　　12月12日㈫　　14：00～16：30
　　12月26日㈫　　14：00～16：30
　　1月 9 日㈫　　14：00～16：30

高松東年金事務所　☎087-861-3866
●年金相談（中央公民館）　※要予約
　　1月 5 日㈮　　10：00～15：00

●行政相談　　　 （町役場町民相談室）
　　12月14日㈭　　13：30～16：00
●心配ごと相談および交通事故相談

（総合福祉会館）
　　12月19日㈫　　13：00～15：00
　　1月 4 日㈭　　13：00～15：00

12:50～ 式典受付
13:20～ 記念撮影(大ホール)
13:50～ 思い出スライドショー
14:00～ 式典開始

【スケジュール】

【無料相談ダイヤル】

【問い合わせ先】
　町教育委員会事務局生涯学習課
　　☎62-7013

子どもの人権に関する相談・情報
　☎0120-007-110
女性の人権に関する相談・情報
　☎0570-070-810
差別、虐待、パワーハラスメント
　☎0570-003-110
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募　　　集

第10回香川県オリーブ品評会
出品者募集
　ＮＰＯ法人小豆島オリーブ協会で
は、香川県内産のオリーブオイルの品
質向上を図るため「第10回香川県小
豆島オリーブ品評会・オリーブオイル
部門」の出品者を募集します。
　募集要項・申込書類は土庄町商工観
光課または小豆島町オリーブ課の窓口
で配布しているほか、両町ホームペー
ジからもダウンロードできます。
▶出品要件／
　香川県内で収穫したオリーブの果
実のみを原料とし、県内で採油され
販売を目的に製造された食用エクス
トラバージンオリーブオイル。
　なお、出品数は１出品者につき１
品とします。
▶申込期限／12月22日㈮まで
▶製品提出期間／
　1月15日㈪～18日㈭
▶審査方法／
　審査員による官能評価
▶申込・問い合わせ先／
　小豆島町オリーブ課
　（オリーブナビ小豆島内）
　　☎82-7018 お知らせ

▶応募資格／
【防衛大学学生（一般後期）】
  高卒（見込含む）で21歳未満の方
【幹部候補生（一般および歯科・薬剤科）】
　一般：22歳以上26歳未満の方
　※歯科・薬剤科はお問い合わせく
　　ださい。
▶受付期間／
 ①1月20日㈯～1月26日㈮
 ②3月1日㈭～5月1日㈫
▶受験料／無料（併願受験可）

　※試験日など詳しい情報はお問い
合わせください。

▶その他の募集種目／
　● 医科・歯科幹部
　● 技術海上・航空幹部
　● 技術海曹・空曹
　● 予備自衛官補
　※募集科目の詳しい情報はお問い

合わせください。
▶問い合わせ先／
　自衛隊土庄分駐所（土庄町役場内）
　　☎62-7000

自衛官および学生募集

　経済的な理由などで、塾やスポー
ツ教室などの学校外教育を十分に受
けることができない小学生から高校
生に対する助成事業として、学校外
教育にかかる月謝などの経費を支払
う給付型奨学金事業を行います。
　詳しくは、当財団の公式ホーム
ページ（http://s-jidoukikin.or.jp）
をご覧ください。
▶対象者／香川県内の小・中・高校生
▶申込期限／1月15日㈪まで
▶申込・問い合わせ先／
　（公財）砂原児童基金
　　☎087-837-2230

砂原児童基金奨学生募集

　たこあげは、電線のない広いとこ
ろでしましょう。たこが電線にか
かってしまったら、絶対に自分たち
で取らないで、すぐに中国電力にご
連絡ください。
▶問い合わせ先／
　中国電力㈱小豆島営業所
　　☎0120-414-267

中国電力からのお知らせ

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
92

子
ど
も
の
貧
困
、「
豊
か
な
日
本
」で

い
ま
起
き
て
い
る
こ
と

　
現
在
、「
豊
か
な
日
本
」
で
あ
る
は
ず
の
我

が
国
で
、
子
ど
も
た
ち
に
貧
困
が
襲
い
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

1
3
．9
％
と
12
年
ぶ
り
に
改
善
し
ま
し
た
が
、

未
だ
に
、
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
、
平
均
的

な
生
活
水
準
以
下
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
率
も
5
0
．8
％

と
極
め
て
高
い
状
態
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
が
貧
困
で
あ
る
場
合
、
生
活
習
慣
や

基
本
的
な
対
人
関
係
に
影
響
が
出
る
可
能
性
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的

に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
で
教
育
格
差
が
生
ま
れ
、

低
学
力
に
陥
る
傾
向
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
深
刻

な
の
は
、
勉
強
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
そ
の
も
の

を
失
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
く
な
る
こ
と
で

す
。

　
国
で
は
、
平
成
26
年
1
月
に
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、

国
民
は
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
未
来
の
日
本
を
担
う
の
は
今
日
の
子
ど
も
た

ち
で
あ
り
、
子
ど
も
が
将
来
に
希
望
を
抱
け
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責
任
で
す
。

　
生
ま
れ
た
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
将

来
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

《
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
》

　
町
役
場
人
権
推
進
室
　
☎
６
２-

７
０
１
５

　農業経営者ごとの収入全体を対象
とした収入保険制度が平成31年1月
から始まります。
　自ら生産した農産物であれば基本
的に品目に制限はなく、経営努力で
避けられないあらゆる収入減少を補
てんします。
　保険料には国の助成もあり、掛金
率は補償額の1％程度で、平均収入
の最高８割以上が確保されます。
　加入するには青色申告（簡易な方

式を含む）の実績１年分以上が必要
となります。加入条件や補償内容な
ど詳しいことは、香川県農業共済組
合にお問い合わせください。
▶問い合わせ先／
　香川県農業共済組合
　　☎087-899-8977

収入保険制度が始まります

相　　　談

　基本的人権を擁護するため、生活
保護利用者の声を集めるとともに、
具体的支援の必要な場合は「法テラ
ス委託援助事業」を利用して申請同
行を行います。
▶とき／12月11日㈪ 10時～13時
▶相談番号／☎0120-158-794
　　　　　　※相談日のみ開設
▶主催／香川県弁護士会
　　　　日本弁護士連合会
▶問い合わせ先／
　香川県弁護士会　
　　☎087-822-3693

全国一斉
生活保護ホットライン

毎月19日は毎月19日は

「かがわ食育の日」「かがわ食育の日」
朝ごはんを　
食べよう

朝ごはんを　
食べよう
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※人口は「香川県人口移動調査」によるもので、平成27年国勢調査確定値に基づく人口です。

区　分

人　口
男
女

世帯数

救　　急
出動件数
搬送人員

48件
46人

火　　災
出火件数
焼損面積

0件
0.0㎡

11月1日

13,542
6,348
7,194
5,930

前月比

28
11
17
14

△
△
△
△

前年比

249
124
125
103

△
△
△
△

3ミリ
△ 9ミリ
△ 4ミリ

10月の動き

町内の救急・火災概況（10月分）

8
29
22
29

出 生
死 亡
転 入
転 出

人 　 口
男
女

世 帯 数

11月1日

27,888
13,137
14,751
12,280

13,542
6,348
7,194
5,930

14,346
6,789
7,557
6,350

小豆郡 土庄町 小豆島町

発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

63件
0人
3人

136件
1人
34人

10月 1月からの累計

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

21ミリ
16ミリ
17ミリ

11月1日～19日 前年比

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

11月20日

1,290,000㎥
580,000㎥
194,000㎥

1,236,200㎥
580,000㎥
194,000㎥

95.8％
100.0％
100.0％

利水容量 貯水量 貯水率

《土庄町職員を
　　　募集します！！》

申 込 書 類

採用予定人員

申込・問い合わせ先
採用予定年月日

応 募 資 格
（日本国籍を有
し、 地方公務員
法第16条に該
当しないこと。）

申 込 期 間

第1次試験日時・場所
申込書請求開始日

職 種 一般行政（大学卒業程度） 保健師 社会福祉士
若干名 1名程度 1名程度

①昭和63年4月2日から平成8年4月
1日までに生まれた方で大学を卒
業した方または平成30年3月31
日までに大学を卒業見込みの方

②普通自動車運転免許を有する方

①昭和58年4月2日以降に生まれた
方で当該資格を有する方または
平成29年度に実施される資格試
験に合格する見込みの方

②普通自動車運転免許を有する方

①昭和53年4月2日以降に生まれた
方で当該資格を有する方または
平成29年度に実施される資格試
験に合格する見込みの方

②普通自動車運転免許を有する方
①申込書（所定のもの）　
②受験票（所定のもの）
③成績証明書
④最終卒業学校の卒業証明書（卒業証
書写し可）または卒業見込証明書

①申込書（所定のもの）　
②受験票（所定のもの）
③成績証明書
④最終卒業学校の卒業証明書（卒業証書写し可）または卒業見込証明書
⑤資格証書または見込資格者証の写し
平成30年1月28日㈰　9時　土庄町役場

12月11日㈪
12月11日㈪から12月22日㈮までの平日9時から17時まで（郵送の場合は期間内必着）

※申込書は請求開始日からホームページでダウンロードできますが、受験票はできませんのでご留意ください。

平成30年4月1日
町役場企画課　☎62-7014

申 込 書 類

採用予定人員

申込・問い合わせ先
採用予定年月日

応 募 資 格
（日本国籍を有
し、 地方公務員
法第16条に該
当しないこと。）

申 込 期 間
第1次試験日時・場所

職 種 保育士・幼稚園教諭（臨時職員） 中央学校給食センター臨時調理補助員（パート）
2名程度 1名

①60歳未満の方（定年が60歳）
②保育士資格および幼稚園教諭免許を有する方また
は資格取得見込みの方

60歳未満の方（定年が60歳）

①申込書（所定のもの）
②資格証書または見込資格者証の写し

①申込書（所定のもの）　

別途通知
12月11日㈪から12月25日㈪までの平日9時から17時まで（郵送の場合は期間内必着）

平成30年4月1日
町教育委員会事務局教育総務課　☎62-7012
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町
長
室
だ
よ
り

三
枝
邦
彦

Ｈ29．12

豊 島 公 民 館
大 部 公 民 館
戸 形 公 民 館
渕 崎 公 民 館
中 央 図 書 館
子育て支援センター
総合福祉会館
フレトピアホール
小豆島中央病院
土 庄 診 療 所

☎68−2050
☎67−2050
☎62−0108
☎62−5990
☎62−0273
☎62−5990
☎62−2700
☎62−7077
☎75−1121
☎62−1212

健 康 増 進 課
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局

教 育 総 務 課
生 涯 学 習 課
中 央 公 民 館
大 鐸 公 民 館
北 浦 公 民 館
四 海 公 民 館

☎62−1234

☎62−7012
☎62−7013
☎62−0238
☎62−0704
☎65−2050
☎64−5050

福 　 祉 　 課
商 工 観 光 課
出　　納　　室
　債権管理室
建 　 設 　 課
農 林 水 産 課
水　　道　　課
議 会 事 務 局

☎62−7002
☎62−7004
☎62−7005
☎62−7016
☎62−7006
☎62−7007
☎62−7009
☎62−7011

総　　務　　課
企　　画　　課
　少子化対策室
　消費生活相談窓口
税　　務　　課
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票
　衛　生・環　境
　人権推進室

☎62−7000
☎62−7014
　

☎62−7001

☎62−7003
☎62−7010　
☎62−7015

くらしのダイヤル ご用の際は直通ダイヤルへ

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！

　
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と
申
し
ま

す
と
お
り
、
月
日
の
過
ぎ
る
の

は
早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
と

な
っ
て
丸
四
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、「
安
心
・
安
全
・
安

定
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

ま
さ
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ

の
連
続
で
し
た
。

　

任
期
の
中
で
新
た
に
取
り
組

ん
だ
事
業
の
う
ち
、
地
域
・
地

場
産
業
の
活
性
化
で
は
、
健
康

長
寿
の
産
業
化
・
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
の
実
現
に
向
け
、
次
世
代

産
業
育
成
モ
デ
ル
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
年
内
に
植
物
栽

培
シ
ス
テ
ム
研
究
所
を
開
所
す

る
に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
「
小

豆
島 

島
鱧
」
は
、
設
備
の
充
実

と
と
も
に
事
業
も
拡
大
し
、
今

で
は
地
域
の
代
表
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
島
内
外
へ
発
信
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
ア
ー
ト
ノ

シ
ョ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
Ｄ
Ｒ
Ｕ

Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
（
ド
ラ
ム 

タ
オ
）
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
的
に
著
名

な
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
氏
と
の
コ

ラ
ボ
や
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
よ

り
、
ま
ち
に
新
た
な
元
気
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
賑
わ
い
作
り
を
目
指

し
設
立
さ
れ
た
「
小
豆
島
ス
ポ
ー

テ
ィ
ー
ズ
」
は
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
公
式
戦
を
誘
致
す

る
な
ど
、「
夢
中
の
き
っ
か
け
」

を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
の
安
全
と
い
う
面
で

は
、
小
豆
島
中
央
病
院
の
開
院

に
よ
り
地
域
医
療
を
確
保
し
、

公
共
交
通
の
料
金
改
定
・
ダ
イ

ヤ
再
編
で
は
住
民
の
利
便
性
が

格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
分
野
で
は
、
小
豆
島
中

央
高
校
が
開
校
し
、
ま
た
子
ど

も
園
の
整
備
に
も
着
手
す
る
な

ど
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に

は
京
都
産
業
大
学
と
の
連
携
協

定
に
よ
り
、
大
学
一
日
キ
ャ
ン

パ
ス
と
し
て
「
む
す
び
わ
ざ
大

学
」
が
開
校
で
き
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

取
り
組
み
の
一
端
を
申
し
述

べ
ま
し
た
が
、
今
後
も
新
し
い

こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
取
り

組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
施
策

を
着
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　11月3日、鹿島自治会が主催する「第39回奉納子ども相撲大会」が鹿島明神社の境内で行
われ、町内の小学生力士が白熱した取組
を繰り広げました。秋晴れとなった当日、
午前中は低学年の部、午後は高学年の部
が行われ、勝利をつかもうと力いっぱい
に体をぶつけ合う子どもたちの姿に、「が
んばれ、負けるな」といった声援が飛び
交いました。
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▲12月開所の「土庄町植物栽培システム研究所」
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